
第1回（3月）定例月会議

滞
納
者
を
増
や
さ
な
い
よ
う
取
り
組
む
。

意
見　
所
得
割
率
と
均
等
割
額
の
引
き

上
げ
に
よ
り
、
所
得
が
２
０
０
万
円
の

モ
デ
ル
世
帯
で
は
年
間
３
万
１
０
０
円

の
負
担
増
と
な
る
。
法
改
正
で
未
就
学

児
に
係
る
均
等
割
の
減
額
が
実
現
し
た

が
、
あ
く
ま
で
も
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
負
担
を
求

め
る
の
で
は
な
く
、
相
互
扶
助
の
観
点

で
捉
え
る
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

◆議案審議 １面
◆予算審査 ２・３面
◆代表質問 ４・５面
◆一般質問 ５・６・７面
◆審議結果一覧表 ８面
◆第２回（６月）定例月会議日程 ８面

議
案
第
８
号　
秦
野
市
商
業
地
に
お
け

る
企
業
等
の
立
地
及
び
施
設
再
整
備
の

推
進
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

小
田
急
線
４
駅
周
辺
の
商
業
地
に
お

け
る
土
地
活
用
を
奨
励
し
、
企
業
な
ど

の
立
地
や
施
設
再
整
備
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇

用
の
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
生
活
と
産

業
と
が
調
和
し
た
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

制
定
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
し
、
10
年
３
月
31
日

限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
小
田
急
線
４
駅
周
辺
に
広
が
る
商

業
地
に
お
け
る
土
地
活
用
を
奨
励
す
る

議
案
第
11
号　
秦
野
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て

▼
要　
旨

　

一
人
当
た
り
医
療
費
の
増
加
な
ど
に

よ
る
特
別
会
計
の
財
源
不
足
を
補
う
た

め
、
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
率
と

均
等
割
額
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

県
内
各
市
の
均
衡
を
踏
ま
え
世
帯
別
平

等
割
額
を
引
き
下
げ
る
も
の
。
ま
た
、

未
就
学
児
が
属
す
る
世
帯
の
基
礎
課
税

額
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
に

係
る
均
等
割
額
を
軽
減
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
し
、
４

年
度
以
後
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
適
用
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
意
見

問　
令
和
８
年
度
ま
で
に
一
般
会
計
か

と
の
こ
と
だ
が
、
条
例
に
よ
っ
て
地
域

商
業
に
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
は
ど
う
か
。

答　
本
条
例
は
、
駅
周
辺
の
商
業
地
内

に
滞
在
で
き
る
場
所
を
増
や
す
施
策
の

一
つ
と
捉
え
て
い
る
。
制
定
を
出
発
点

と
し
て
駅
周
辺
に
滞
在
す
る
人
と
居
住

す
る
人
が
増
え
る
こ
と
で
、
地
域
経
済

の
好
循
環
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問　
本
条
例
に
お
け
る
商
業
地
と
は
、

都
市
計
画
法
に
規
定
さ
れ
る
商
業
地
域

な
ど
の
ほ
か
、
企
業
の
立
地
な
ど
を
特

に
促
進
す
る
た
め
に
市
長
が
指
定
す
る

地
域
の
２
種
類
あ
る
が
、
奨
励
処
置
に

係
る
認
定
手
続
き
の
違
い
は
ど
う
か
。

答　
奨
励
処
置
の
認
定
は
、
新
た
に
設

置
す
る
秦
野
市
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
審
議
会
に
お
い
て
、
駅
周
辺
の

に
ぎ
わ
い
創
造
へ
の
つ
な
が
り
と
い
う

視
点
で
審
議
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
手

続
き
に
関
し
て
差
は
生
じ
な
い
。

要
望　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
は
、

ら
の
法
定
外
繰
入
を
解
消
す
る
た
め
、

所
得
割
率
と
均
等
割
額
の
引
き
上
げ
を

行
う
こ
と
と
し
、
平
均
改
定
率
は
11
・

45
％
と
の
こ
と
だ
が
、
保
険
税
率
な
ど

の
改
定
を
行
う
必
要
性
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
は
な

い
市
民
の
税
金
を
用
い
た
法
定
外
繰
入

は
解
消
す
べ
き
も
の
と
国
か
ら
示
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
本
市
よ
り
高
い
税
率

を
設
定
し
、
法
定
外
繰
入
を
解
消
し
た

他
市
と
足
並
み
を
揃
え
る
必
要
が
あ
る
。

問　
２
年
度
に
続
く
保
険
税
率
の
引
き

上
げ
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
大

き
な
負
担
と
な
る
。
制
度
の
安
定
的
な

運
営
や
加
入
者
の
負
担
軽
減
な
ど
に
資

す
る
施
策
が
必
要
だ
が
、
ど
う
か
。

答　
医
療
費
の
適
正
化
を
目
的
と
し
、

※
ナ
ッ
ジ
理
論
を
活
用
し
た
受
診
券
の

送
付
な
ど
を
行
い
、
特
定
健
康
診
査
の

受
診
率
向
上
に
努
め
る
。
ま
た
、
税
負

担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
新
規

主 な 内 容

地
域
の
本
気
度
が
重
要
で
あ
る
。
に
ぎ

わ
い
の
創
造
に
は
４
駅
周
辺
の
特
性
を

踏
ま
え
た
上
で
、
市
に
お
い
て
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
地
元
の
商
店
会
の

協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

大
企
業
を
呼
び
込
む
の
で
は
な
く
、

中
小
企
業
に
寄
り
添
う
た
め
の
条
例
と

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

期
間
を
限
定
し
土
地
利
用
を
促
す
こ

と
で
柔
軟
な
運
用
が
期
待
で
き
、
４
駅

周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
造
を
具
体
化
す
る

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

駅周辺のにぎわい創造を
（県道705号・駅前通り）

　

第
１
回
（
３
月
）
定
例
月
会
議
は
、
２
月
24
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
30
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
月
会
議
で
は
、
令
和
４
年
度
の
各
会
計
予
算
や
条
例
の
制
定
な
ど
市

長
提
出
議
案
31
件
（
う
ち
、
報
告
６
件
）
の
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案
２
件
な
ど
を

審
議
し
ま
し
た
。

秦野市議会は令和４年１月１日から通年会期制に移行しました！詳しくは
こちら→
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条
例
で
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に

資
す
る
企
業
の
立
地
な
ど
を
支
援

審
議
議
案

制
度
の
持
続
的・安
定
的
な
運
営
の
た
め

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
引
き
上
げ

審
議
議
案

議会だよりへの意見を
お待ちしております

令
和
４
年
度
予
算
を
原
案
可
決

令
和
４
年
度
予
算
を
原
案
可
決

５月と 11月発行号の表紙写真については、市内県立高校写真部の生徒の作品を提供していただいています。

※ナッジ理論…「そっと後押しする」という意味のnudgeが語源で、公共政策の分野では「人々が自分自身にとってより良い選択を自発的に取れるように手助けする新たな政策手法」と定義されている。用語解説

表紙写真募集
第 245 号（令和４年８月中
旬発行）の表紙写真を募集
します。テーマは秦野の風
景、地域の行事など。
締め切りは令和４年７月21
日（木）必着。
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